


もし「中間素案Jがおりていたら、私たちはこう提案する

さて、手に入った条例を広げてみる

名称はやはりf男女平等推進条例Jに!

これまであらゆる場において、心理的、社会的差別を受けてきたからこそ、

その解消のための条例であるから、ここは唆昧にぽかさず「男女平等推進条例J

としたい。この名称にすることによって(基本理念)第3条-1の「男女の""J

がすべて、

「女性の何人としての尊厳が重んじられJ

「女性が性別による差別的取扱いを受けないJ

「女性が何人としての能力を発揮する機会が確保されJ

「女性の人権が尊重されること」

となれば、だれが読んでも理念に納得するのではなかろうか。

第10条には「活動の支援Jも必要
「農林水産・商工業等Jなど自営業の分野における共同参画を明記したのはわが

県の特色を掴んだものとして詐価。だがこれを「環境整備に努めるj だけでは弱

い。「活動の支援等の措置Jが必要だ。

第12条は「教育Jを別項iこ。またrジヱンダーの視点Jという語を定義語に
成人にとって今までの生育暦に染み込んでいる「男女役割分業Jのすがたから解

放されるのは至難の技といえる。だからこそこれから干し会人となる次世代に学校

教育で理念を深めていく教育は大変重要である。そこで今世代に対する広報活動

と切り離して別項をたててはどうか。そこでの教育は「男女共同参画の視点Jと

いうより「ジェンダーの視点」とはっきり打ち出してその定義をすべきだ。

第17条〈性別による人権侵害の猿止)の項にはr-等Jの具体化とリプロ侵害禁止
の挿入を

いわゆる「ドメステック・バイオレンスj を盛り込んだことは詐価。ただし全県

的に調査をしてその実態のもとに出されたのかは疑問。次に「配偶者等」の「等j

は具体的に「恋人・親姉妹などをはじめとするあらゆる男女間」へ適用されるよ

うにして欲しい。

新項として「性と生殖の健康と権利j (リプロダクテイブ・へノレス/ライツ)への

侵害禁止項目が欲しい。現状をみつめると望まない妊娠からくる児童虐待、性の

自己決定権がゆがんだ形ででている援助交際などがあるが、これを犯罪として取

り締まるのみでなく、女性の人権侵害として捉えることによって新たな視点が生

まれるではないか。 2 I世紀を拓く男女の性のありかたをうたうために必要な項

目だといえる。

他の量要項自として

男女平等に係る相談、苦情処理、人権救済及び人権侵害の防止を図るため、執行

機関の付属機関として第三者機関(オンプズパーソン)を提案する。

以上
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ジエンターに敏感移表現奄1
一朝日新聞による性差表現の問題点に関する議論よりー

2002年 2月 10日付朝日新聞の紙上で，女性差別につながる言葉や記事についての議

論が掲載されていた。なかなか興味深いものであったので，その要旨を紹介したい。

記者の報告にもあるように，紙面の作り方が男性の視点、に偏っている，男女の役割分

担が固定化されているという読者からのさまざまな指摘がある。たとえば選挙の候補者

のイラストが男性ばかりだったり，専業主婦の姿は太めの体 」一
畑田町総選挙の

型でほほ笑み，共働き妻は細身できりっとした姿といった描 !獄rら町小静匡とー
き方はステレオタイプである。また「女性ならではのきめ細 "n~雪空竺翌竺竺

かさJr男気あふれるJといった表現もジェンダー(文化的 111:1日霊Ilwl!
社会的に作られた性差)に基づいている。さらに「真紀子外 脳 E司-- .~

リ国I/.1;. U" '?1;~， 'L'~~) : 
相Jr沙知代被告Jのように姓ではなく名前を見出しにとる 桝蜘;r司丘抗

川l 層増事::-~， 1f a.n.三丘二J

ことは，女性を一人前の存在として認めていなし、のではない iII~'，器量闘

か。それから受賞者00人(うち女性O人)という書き方も， I川幽包錨
1 1U' ";J:石室tia~~.事.>おなr，r .

男性O人，女性O人と書いたほうが公平である等々。 I一一一 日「叩九

このような読者からの指摘の他に，記者自身も，死亡記事の敬称で男性には「氏J，

女性は「さんJとしていることについて，男女ともそろそろ「さんJに統一する検討を

してもいいのではないか。また海辺の写真には「水着の若い女性J，成人式の写真でも

「振り袖姿の女性j ばかりなのは，やはり男性の視点、に偏っていると考えている。そし

て男女共同参画をめざす社会の変化や人々の意識を敏感にとらえ，紙面に反映してし、か

なければならないと締めくくっている。

さらに「メディアの中の性差別を考える

会Jが，女性の人権に配慮した紙面を作

るための 5原則を提案している。

①必要以上に男女を区別しない。

②性別情報は公正な取り扱いをする。

③敬称や職業名などで，両性はできるか

ぎり対称な扱いをする。

④特定の集団を排除する表現を使わなし、。

③ 「常識」やステレオタイプによりかか

らない。
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が結成された

ことを知っていますか?

昨年8月，政府が行った世論調査でも，選択的夫婦別 i
姓を認める法改正に賛成する人が42. 1 %，法改正に反|

対の人が29.9%ということで，初めて賛成派が反対 f 
派を上回った。特に20，30歳代は男女ともに賛成が半 l
数を超え， 50歳代までは男女ともに賛成が反対を上回っj

た。このような国民世論の変化にもかかわらず，夫婦別
，，--戸、〆ヘJへ-、~戸、-ザ............... 、....--...戸、，、ぜ『回目ー、

姓に反対する「日本女性の会j が昨年9月末に設立大会

を開いた。この会は日本の歴史と伝統の中で育まれてき

た家庭の価値を再評価し，子どもに夢と誇りを与える教

育をめざすという目的で， r選択的夫婦別姓制J導入に
反対する女性の声を発信し，署名活動を展開するという

ことである。会長に就任した声楽家の安西愛子さんはそ

の挨拶の中で「表哀義思ゑ恵匙余慕泰詫£ゑ懇恕匙二2
見ι美恵志家底之島壌主玄笈ゑ周麗Jと述べて，現在官民あげて取り組んでいる男
女共同参画社会の実現に真っ向から反対している。また副会長になった高市早苗衆議院

議員も「残念ながら国会議暴ゑゑ記以議院患なム鳥観蝶嫁ゑ以ふぶぶ;

Gぷニとど懇親ムエじゑ。皆さんは反対の意志を多くの議員に送っていただ、きたい」
と呼びかけたということであるが，夫婦別姓に反対している彼女自身が，夫婦別姓を望

む声がし、かに多いかということをいみじくも表明している。

さらにこの時，評論家の草柳大蔵さんが記念講演の中で， rお母さんの朝御飯を食べ

ないと，じふム誌桑ゑ怠ょに委設薫ゑ憲ヒエム頭に入らない」とか「そういう父母に育

てられた子だからこそ，蕊桑拠恋恋怠以ふぷ。ェむと述べているコ扶桑社の教科

書と言えば昨年，歴史の記述が誤っているなどとして韓国・中国との国際問題にまで発

展した中学校歴史教科書のことである。この会報 (No.220)においても，あまりにも

女性蔑視だということで批判したことがある。そのような教科書を誉め上げる草柳さん

の考えは推して知るべしである。

私たちはこのような会が結成されたことを一部の保守反動の抵抗と考えるがi決して

軽視することな.く，また臆することなく，男女共同参画社会の推進および選択的売す報込

姓の実現に向けて，多くの仲間とともに運動していくつもりである。
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世論に逆行する

『日本女性の会』


